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会場内で無線LANを
快適に使ってもらうための
環境づくりに期待

Q まず無線関係に絞って、ShowNetの
見どころを教えてください。

関谷氏　幕張メッセの展示会場では、もと
もと何社かが公衆無線LANサービスを提
供しています。これに加え、ShowNetでも
WiFiサービスを提供しています。しかし毎
年、会場内のWiFi環境は非常に混雑してお
り、電波状況が非常に悪くなっています。
出展社さんが独自に無線APを立てるだけ
でなく、最近では来場者の皆さんからモバ
イルルータなどの機器が持ち込まれるこ
ともあり、会場内を普通にサーベイしても
基地局が1000個以上も乱立している状態

です。事実上、いままでのShowNetでは、
我々が提供した無線を来場者の皆さんに快
適に使ってもらうことは不可能でした。

関谷氏　「会場内で無線LANを使おうと
したけれど、実際にうまく使えなかった」
という苦情を受けたこともあります。イベ
ント会場のように人が密集する場所で、無
線LANをきちんと提供するということは、
おそらく今後の大きな課題の1つになるで
しょう。そこで今年は、劣悪な電波状態の
中で無線環境をどこまでしっかり提供でき
るかということにチャレンジしようと考え
ています。本当に成功するかどうかは現地
に入ってみないと分かりませんが、いろい
ろな工夫を凝らし、このハードルをクリア
してみたいです。それが1つ目の見どころ
です。

Q ちなみに、いつぐらいからShowNet
で無線LANの提供を始めたのですか?

関谷氏　ここ数年ぐらい前からですが、公
式的に無線LANが使えることはアナウンス
していませんでした。先ほど説明したよう
に持ち込まれた基地局が乱立していますか
ら、もしShowNetのSSIDを見つけて暗号化
キーを入力できても、電波状態が悪いため
狙った無線基地局へのアソシエーションが
できないということになります。そこで、こ
の状態を改善すべく秘策を練っています。

Q 具体的にどのような秘策を考えてい
らっしゃるのでしょうか?

外山氏　秘策というと少し大げさになりま
すが、現在いくつかのアイデアを練ってい
ます。まず1つ目は、ShowNetが提供する無
線の電波強度を高めることで、ユーザーに
電波をつかみやすくすること。また、ある
レベル以下の電波強度に位置するクライア
ントを拒絶したりであるとか、ホール内の
無線基地局の数を増やし、より電波を捕捉
しやすい位置に配して、密度を高められる
ように会場内の無線LANを設計します。現
場に入ってからの対応も重要になります。
どのch（チャネル）を使うか、基地局自体
のチューニングなどを工夫していきます。

関谷氏　昨年の例では、ユーザーから持
ち込まれたWiFiルータはデフォルトで1ch
になっていることがほとんどでした。特定
チャネルでの利用が集中してしまうため、
我々が提供する無線では比較的空いている
chに設定することで、少しでもユーザーが
利用しやすくなるように工夫します。同時
に会場の無線状況をチェックしながら、き
め細やかにチューニングを変更していき、
電波を捕捉できる最適な状況に近づけてい
きたいですね。

外山氏　一般的な無線LANでは、隣接す
る基地局間では電波干渉を防ぐため使用す
るchを異なるものにします。しかし逆に会
場全体という大きな視点でみて、会場内の
空きchを使い無線LANを提供すると一体
どうなるのか? ということにトライします。

昨年までの ShowNetにおいても、ホール内にて無線 LAN接続を提供していた。しかし会場内
のWiFi環境は、来場者がモバイルルータなどの機器を持ち込んだり、出展社が独自に無線AP（ア
クセスポイント）を立てたりすることで、電波干渉が発生し、大変込み合って使えない状況であっ
た。そこで今年は〝キレイに使える無線〟を目指して改善を試みるという。人と無線APが密集す
る場所で、無線LANをきちんと提供することは、今後の大きな課題の1つになるだろう。
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･会場内で使えるキレイな無線環境を目指す
･会場内の無線APを利用し、三点測位による位置情報トラッキングを実施
･サイバーフィジカルなアプリケーションでネットワークの効用を実体験

今 年 の P O I N T

無線LAN&アプリケーション 編
NOCチームメンバー 見どころインタビュー
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いずれにしても無線を使ってもらうために
イベント開催中のどのタイミングで、どの
ように実施していくのか、運用ルールを決
めながら適用していくことが大切だと思い
ます。昨年まで基地局自体の設定に関し
ては、あまりフォーカスしていませんでし
た。それらを追求することで活路が見出せ
るのであれば、チャレンジする価値がある
だろうと考えています。

三点測位による会場内の
位置情報トラッキングと
ナビゲーションも

Q 無線関連製品やテクノロジーで何か新
しいトレンドやトピックはありますか?

関谷氏　昨年に引き続き、指向性アンテナ
や、ビームフォーミングといった技術など
を取り入れます。その一方で、クオリティ
のよい、キレイな無線を提供するために、
昨年まで使っていたメッシュ技術をあえて
廃止しました。そういう意味ではテクノロ
ジー的には退化しているかもしれません
が、逆にイベント会場のようなシチュエー
ションで通用するように技術を絞り込んで
いくことも大切です。また新製品として、
電波遮蔽が可能な材料をお借りして、簡易
的なデモを行う予定もあります。

外山氏　もう1つ、これも初の試みとなる
ものですが、無線基地局を使ってユーザー
のロケーションの測位を行うつもりです。
通常では会場内でGPSは使えませんから、
その代わりにWiFiを利用して位置情報のト
ラッキングにチャレンジします。ユーザー
が持つデバイスは、無線基地局にアソシ
エーション用の信号を出します。デバイス
の信号を3つの基地局から計測することに
よって（三点測位）、そのデバイスが相対
的にどの位置にあるのか分かります。一定
時間ごとにポーリングを繰り返せば、その
デバイスを持ったユーザーが会場内をどの
ように動いたのかということをモニタリン
グできるわけです。位置の精度については
だいたい3mぐらいを目標にしています。

Q 位置情報を利用した具体的なアプリ
ケーションも考えていますか?

関谷氏　ええ。まず単純なところではス
マートフォン用の道案内アプリケーション
を用意しています。道案内アプリをダウン
ロードすると、会場内のどこを歩いている
のかすぐに自分の位置が分かり、あるブー
スに近づくとそのブースの案内が表示さ
れます。またナビゲーションやスタンプラ
リーのような企画なども実現したいです。

目玉のサイバーフィジカルで
ネットワークを実体験しよう!

Q では無線以外のアプリケーションの見
どころについても教えてください。

櫨山氏　無線以外のアプリケーションに
ついては私のほうで担当しています。目玉
の1つは「サイバーフィジカル」をテーマ
にしたアプリケーションです。フィジカル
（物理的）な現象をサイバーの世界にいっ
たん出し、それを再度フィジカルなものに
戻すことを企画しています。具体的には、
パドランプやWebサービスを開発するコン
トリビュータとタッグを組み、ボタン・カウ
ンタ・蛍光ランプを連動させたアプリケー
ションを開発しています。ボタンと押すと
インターネット上でアクションを起こす、
いわばFacebookの「いいね」ボタンのよう
なイメージをアナログとデジタルで融合し
たいと考えています。

櫨山氏　たとえばShowNetのラックの横に
ボタンを置いて、人気のあるラックの投票
を行い、リアルタイムに結果をカウントし
て見せたり、各所に設置されたPODから
PODへと、あるいはNOCから国際会議場
へと、ボタンに連動して道順を案内してく
れるようなアプリケーションも考えている
ところです。ネットワーク系の展示は体験
できるものが少ないですから、リアルな押
しボタンによってフィードバックを起こす
という仕組みもチャレンジの1つになるで
しょう。ただ見るだけでなく、来場者に新
しい体験してもらうことが今年からのポイ
ントですね。あとは昨年も実施した「ASK 
NOC」において、テレビ会議システムを
使ったコミュニケーションツールを展開し
たり、先ほど話に出た位置情報サービスの
提供などもアプリケーション的な見どころ
になると思います。ほかセキュリティ系で
は実際に監視画面や管理画面に触れられる
ようなことも今年から検討しています。

Q 最後に来場者の皆様に向けて何かア
ピールしてください。

外山氏　トレンドだけを追いかけるので
はなく、実際にネットワーク現場で使えて
役立つものが何なのか?　一押しの製品を
NOCメンバーがShowNetの中に散りばめ
てご紹介しております。それらをキャッチ
アップできる最も大きなイベントだと思っ
ています。無線LAN関係でも、位置の測
位やサイバーフィジカルなど、ポイントご
とに実体験できるものを用意していますの
で、ぜひ会場にお越しいただきたいと思い
ます。

関谷氏　ShowNetには本当にたくさんの技
術が盛り込まれています。今年の無線LAN
関連のテーマは“キレイに使える無線”と
いうことで、あまり派手さはありません。
しかし、地味でも誰もが求める課題なので
す。こうした課題を1つずつクリアしながら
本当に使える無線LANを提供できたらいい
なと思っています。ぜひ実際にお越しいた
だき、無線が本当に使えるものか、我々の
チャレンジにご期待ください。

櫨山氏　我々自身も毎年このイベントに参
加することでブラッシュアップされた新技
術をキャッチアップしています。ご来場の
皆様も次を観る目を養っていただける場に
なるでしょう。ご来場の際には、ぜひさま
ざまな体験アプリを楽しんでいただければ
と思います。

上／2012年の展示会初日にNOC周辺で観測されたユニー
クSSID数（AP数）は1570基にも上った。モバイルルータが普
及した影響もあり、2.4G帯の電波は混み合いの酷い状況に
なっていた

右／Android端末による電波計測。IEEE 802.11b/gの
2.4GHz帯を利用した無線LANは、ShowNetが提供するサー
ビスに限らず、出展社や来場者が持ち込んだ無線LANのAP
を含め、ほぼ利用できなかった

奈良先端科学技術大学院大学 櫨山 寛章 氏

S h o w N e t ・ I N T E R V I E W
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トラフィックモニタリングでは
OpenFlowも活用して攻撃を検知

Q 今年のShowNetで、セキュリティ関
連の見どころはどんな点でしょうか?

橋本氏　セキュリティ関連の展示以外の
要素も含みますが、今回の展示には4つの
ポイントがあります。まず第1にトラフィッ
クモニタリング。第2にトラフィックの可視
化。第3に実際のセキュリティ対策やインシ
デント管理です。近年は攻撃手法が変わっ
てきているので、最新の攻撃をどのように
監視するか、検知するかといった点にも注
力しています。第4に、3つのポイントそれ
ぞれについて関連技術をどう見せるか、と
いうことですね。

なっていますので、ご来場の際は是非お立
ち寄りください。

Q ShowNetのセキュリティというと
nicterの画面の印象がありますが、可

視化で今年もnicterが活躍するのでしょう
か?

遠峰氏　はい。モニタリングや攻撃トラ
フィックの可視化という点で、nicter画面は
有効だと思います。アラートや警告という
点ではDAEDALUSも分かりやすいでしょ
う。こちらはダークネットの監視ですが、
リアルネットではNIRVANAによる会場の負
荷状況の把握や障害予防・対策も実施しま
す。

長谷川氏　可視化での今年の取り組みは、
NICTの各種モニタリングシステムだけで
なく、すべてのレイヤでのパケットやトラ
フィックの状態を統合的に見せるようにす
る工夫もあります。先ほどのレイヤ1アグリ
ゲーションではタップからのデータを可視
化し、レイヤ2のイーサネットでは死活監視
や性能監視を行い、さらにその上のxFlow
（例:NetFlow, sFlow IPFIXなど）ではトラ

トラフィックモニタリングでは、下位レイ
ヤから上位レイヤまでを監視します。物理
レイヤでは昨年から更に小型化されたTAP
でトラフィックを抽出し、レイヤ1のアグ
リゲーションスイッチでトラフィックのコ
ピーや重複排除を実行し最適化します。
最適化されたトラフィックは、NetFlow 
Probeにも送信され、NetFlow形式に変換
することで、NetFlowやsFlow、IPFIXなど
のトラフィックモニタリングに対応してい
ないネットワーク製品のトラフィックも可
視化することが容易に行えます。最適化さ
れたトラフィックの更なる利用方法として
は、セキュリティ・モニタリングです。ファ
イアウォールや昨今、世界中で問題となっ
ている標的型攻撃への対策製品にて分析・
解析を行います。その他にもWAF、ダーク
ネットの観測を行い、これら全てのセキュ
リティ・ログを管理者に通知するととも
に、後述するSIEMにて一括管理を行いま
す。

橋本氏　SIEMでの一括管理では、管理だ
けでなくSDNの活用を考えています。SIEM
にて更なる解析が必要とされるトラフィッ
クは、その情報をOpenFlowコントローラー
に通知し、動的に解析装置へトラフィック
のコピーを行う取り組みも行います。
最後は、これらセキュリティ製品は、これ
までデモや解説だけではわかりづらい点が
ありましたが、今年はこれらを来場者の皆
様に、見て、触って、操作していただくこ
とで、どのような管理が行えるのか、NOC
ブースにて体験することが出来るように
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幕張の会場内に設置されるネットワークには、多くの出展各社の製品やサービス、相互接続性
を示す多くの機器が接続される。当然、外部インターネットとの接続も確保され、会場内だけ
でも「インターネットの縮小版」といえるほどの規模になる。さまざまなトラフィックが行き交うなか
で、セキュリティ対策も重要だ。ShowNetでは、ネットワークセキュリティの確保や運用のため
に、どのような機器やサービスが実稼動しているのだろうか？　セキュリティ関連の展示について、
NOCのセキュリティ担当者に話を聞いた。

・トラフィックのモニタリング・可視化、セキュリティ対策＆インシデント管理、さらに関連技術の見せ方にフォーカス
・標的型攻撃をシミュレートし、その対策を評価ツールで披露する
・すべてのレイヤを統合的に可視化する「SIEM」（Security Information and Event Management）システムを展示

今 年 の P O I N T

セキュリティネットワーク管理、可視化 編
NOCチームメンバー 見どころインタビュー

S h o w N e t を 語 る
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フィックの流量および成分の監視を行う、
といった具合に、レイヤごとのトラフィッ
ク状況を可視化させることで、ShowNet全
体の可視化を行おうというものです。これ
らすべてのレイヤを統合的に可視化するシ
ステムをNICTが現在開発しているところ
です。また、幕張にご来場いただく皆様に
ShowNetができるまでをよりリアルに体感
頂けるよう、ShowNet構築開始から運用開
始までのネットワークの変遷具合を、レイ
ヤごとにパネル化して展示することも考え
ております。より臨場感あるShowNetを体
感いただきたいと思います。

遠峰氏　N I CTの開発するシステムは
「SIEM」（Security Information and Event 
Management）と呼ばれるような機能を目指
しています。現在（インタビュー時）開発
中なので、詳細やグラフィックスがどのよ
うなものになるか、まだ詳しくお伝えでき
ません。ただ、そのシステムはリアルネッ
トを監視できるNIRVANAがベースとなり
ます。複数のレイヤのトラフィックを様々
な形で可視化した上で、その上にセキュ
リティインシデントを視覚的に見せること
ができればと思っています。各レイヤのア
プライアンスから収集したデータを処理し
て攻撃トラフィックをマーキングし、さら
にその情報をフローベースでネットワーク
に戻して、SDNでそのトラフィックを複製
し、各セキュリティ機器でより詳しく調査
するということも考えています。

近年増える標的型攻撃を
シミュレートし、
その対策を評価ツールで披露

Q 3番目のインシデント管理について、
攻撃やマルウエアを検知した場合に、

ShowNetでそれを見せることは難しくない

ですか?

橋本氏　インシデント管理やインシデント
対応を考える上で、NOCセキュリティチー
ムはまず「interop.jpを守る」「TTDB（ト
ラブルチケットデータベース）を守る」と
いった直接的なミッションがあります。い
ままでは、ファイアウォールやWAF、ある
いはアンチウイルスソフトなどで対応して
きましたが、近年は従来のテクノロジーで
対応しきれない標的型攻撃に代表される多
面的かつ多段的な攻撃が増えています。
標的型攻撃の対策では、一般にはふるまい
検知や多重認証、Web Proxyなどによる出
口対策に加え、サンドボックスによるマル
ウエアの解析が注目されています。今年も
サンドボックス型のセキュリティ・アプラ
イアンスを稼働させ、メールの添付ファイ
ルやWebからダウンロードされるファイル
の検査を仮想化環境に入れて実行します。
しかし、ご指摘のとおり、ShowNetの展示
の中で予測不可能な実際のマルウエアの検
知について実演するのは難しいです。その
ためコントリビュータから攻撃評価ツール
を提供してもらい、会場ネットワークとは
分離された閉じられたネットワーク内で、
その攻撃を検出するデモを考えています。
これは、4番目のどのように見せるかという
工夫の1つです。

Q 攻撃評価ツールはどのような動きをす
るものですか?

橋本氏　攻撃評価ツールは、実際のウイ
ルス添付メールを送信したり、マルウエア
を起動させて、対象となる機器のセキュ
リティ機能を検査するものです。これを隔

離したネットワークで稼働させて、サンド
ボックス製品やその他のセキュリティ・ア
プライアンスが検知できるのか、どのよう
に処理するか、をデモする予定です。

Q 最後に、ShowNetへの意気込みや来
場者へのメッセージをいただけますか?

長谷川氏　会場では、レイヤ1からレイヤ
7まですべてのレベルで利用する技術が見
えるような工夫をしています。守るセキュ
リティだけでなく、ネットワークの運用・管
理の方法も見てほしいと思います。情報セ
キュリティのCIAでいえばA（可用性）の部
分ですね。

橋本氏　NOCで収集したトラフィックデー
タを出展社のアプライアンスに提供して、
自社のデモに利用してもらいます。そう
いったShowNetとブースが連携した展示を
見ていたければ嬉しいです。現地でしか見
られないような展示を心がけています。他
にも、利便性向上のため、NOCの管理ネッ
トワークにSSL-VPNでつなぐ機能や、モバ
イルアプリケーションの安全性をチェック
するサンドボックス製品なども考えていま
す。

遠峰氏　冒頭で紹介した4つのポイントは
相互に関連しているため、それらを統合
的に俯瞰する重要性についても展示で見
ていただけたら、と思います。全体のトラ
フィックが増える中、本当に危険な攻撃パ
ケットを検出して、それを眺めるだけでな
く、さらにどのように利用していくか、対
策に役立てるのか、といった視点で見るの
もよいと思います。

「SIEM」のベースとなるNIRVANAの画面。会場の負荷状況
の把握や障害予防・対策を実施

ダークネットの監視を行なうDAEDALUS。
アラートや警告を分かりやすく表示
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IPv6移行技術を使って
会場の出展社ブースを収容

Q いよいよIPv6移行技術も実用フェーズ
へと移りました。ShowNetでの今年

のトピックスは何でしょうか?

渡邊氏　ShowNetでは以前からIPv6への移
行技術（IPv4/IPv6共存技術）について紹
介してきました。しかし昨年までは、あく
までトライアル的な位置づけで、会場の一
部にShowNetアクセスコーナーを設け、そ
こで複数のIPv6移行技術を体験していた
だくという試みが中心でした。今年はIPv6
移行技術が徐々に世の中で使われ始める
フェーズに入ったため、ShowNetにおいて
もIPv6移行技術を使った会場の出展社ブー
ス収容に挑戦することになりました。これ
がIPv6マイグレーションに関する大きなト
ピックスです。

真野氏　これまでIETFでIPv6移行技術の
標準化が行なわれてきましたが、なかな

か進んでこなかったという経緯がありまし
た。しかし昨年から今年にかけてだいぶ進
展があり、標準化された技術が出揃ってき
ました。技術的にプロトコルが見えてきた
中で、実際にどのように使えるかというこ
とをShowNetで示してみたいと思います。
また、今回特に注目していただきたいの
は、移行技術です。これは、ユーザーに対
しIPv6ネットワーク環境だけを提供し、そ
の上でIPv4をトンネルやNAT技術を使って
通してあげるという技術です。

大久保氏　具体的にはトランスレート技術
の「464XLAT」と、トンネリング技術（IPv4 
over IPv6）の「DS-Lite」「MAP-E」や
「SA46T」という4つの技術を提供します
（注1。どの技術が良い悪いという話ではな
く、導入するキャリアやCATV事業者、
データセンタ事業者などの業種によって
最適な技術があります。やはりネイティブ
IPv4と比べて、PPTPや一部P2P系のアプ
リケーションが使えない場合もありますの
で、実際に利用される環境でどうなのか、
どの技術がフィットするのか、来場者の
方々にご覧いただいて、しっかり確認して
いただければと思っています。

新たなトンネリング技術として
「MAP-E」も検証!

Q テクノロジーに関して新しい見どころな
どはありますか?

真野氏　ShowNetとしては初めて、IPv6移
行で「MAP-E」という技術を使います。こ
のMAP-Eでは、複数社から機器をご提供い
ただき並列して動作させます。また、464

移行技術では、センター側装置だけなく
CPE（Customer Peremises Equipment）と
呼ばれるユーザー宅内の端末（ゲートウェ
イ）が必要になります。このCPEも何社か
にご提供いただき、相互接続性の検証を行
ないます（注2。CPEはボックス型の小箱の場
合もありますし、仮想マシンとして提供さ
れる場合もあります。各社いろいろな製品
でさまざまな技術を採用していますので、
来場者の方がそれらを見て自社サービスと
して利用する際に参考になる情報を提供し
ていきたいと考えています。

大久保氏　まだMAP-Eはドラフト段階で仕
様がいくつか提案されており、最近また変
更されたところです。各社がサポートして
いる準拠ドラフトがまちまちのため、相互
接続性の課題もクリアしなければいけませ
ん。今回のShowNetでも実際に接続してみ
て確認していく予定です。

これまで IPv4の延命としての CGNと、IPv6への移行技術が同時に進められてきた。ShowNet

でも IPv6そのものに対する対応は昔から実施されているが、従来のトライアルではなく、いよい
よ会場の出展社ブースに移行技術を直接収容する形での実運用にチャレンジすることになった。
IPv6マイグレーションに関わる3人のNOCメンバーに話をうかがった。

 渡邊 茂 氏

A10ネットワークス 真野 桐郎 氏

IPv6移行技術の分類。NATの場所とIPv4パケットの運び方
でカテゴライズしたもの。CGN、DS-Lite、464XLATはセンター
側のみ、MAP-EはCPE側でのみNATされる

IPv4パケットの運び方

N
A
T
の
場
所

IPv6
ネイティブ

MAP
（-E）

MAP
（-T）

NAT44
CGN

DS-Lite 464XLAT

NAT444 - -

ISP

CPEと
ISPの
両方

CPE

トランス
レーション

カプセル
化

･IPv6ネットワークをベースにした移行技術を使い、出展社ブースを初めて収容
･MAP-Eのトンネリング技術も新たに導入
･仮想マシンとしてCPEを提供する際の自動設定やデプロイメントなどを工夫

今 年 の P O I N T

IPv6マイグレーション 編
NOCチームメンバー 見どころインタビュー

S h o w N e t を 語 る
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Q コンフィグレーションなど、運用管理面
での工夫はありますか?

真野氏　仮想マシンとしてCPEを提供する
ときに、コンフィグレーションやデプロイメ
ントの自動化にトライしたいと考えていま
す。管理側のツールと連携し、仮想マシン
自体のインストールから起動、セットアッ
プまでを自動化できるようにする予定で
す。CPEはユーザー側に大量に配布するも
のなので、その都度設定するのは大変労力
がかかるという事情があります。コンフィ
グレーションを自動化したいという要望
は多いです。また、IPv6環境のホームネッ
トワークでは、DHCPv6と連携したCPE
やホームゲートウェイのオートコンフィグ
レーションが検討されています。これも今
年チャレンジしたい点ですね。

しばらくはIPv4とIPv6を
うまくつなげていく
移行技術が使われていく

Q IPv6移行技術に期待するところはどの
ような点でしょうか?

大久保氏　ShowNetでは以前からIPv6マ
イグレーションについて取り組んできまし
た。それほどメジャーでないものの、今後
ブレイクする技術だと思っています。NTT
のNGNなど、IPv6オンリーのネットワーク
が構築されていますが、やはりユーザーと
してはIPv4のリーチャビリティ（IPパケッ
トの到達可能性）がないと、サービスとし
て成り立たない部分があると思います。
したがって、しばらくはIPv4とIPv6のサー
ビスを両方サポートしていく必要がありま
す。そうなるとキャリアはバックボーンを2
面運用しなければならず、コストも負担も
掛かります。そのため次世代のIPv6に対応

するネットワークを構築し、その上でIPv4
サービスをオーバーレイで提供する形が一
般的になるのではないかと。そういう意味
で少し先のインターネットの形をShowNet
で見せていきたいと思っています。

渡邊氏　世の中はまだほとんどがIPv4中
心ですから、一般ユーザーがIPv6だけでも
困らない状態になるには、まだまだ時間が
掛かると思います。とはいえIPv4アドレス
の枯渇問題などもありますから、部分的に
IPv6へ移行させるというニーズは増えてく
ると思います。しばらくはこういった場面
でもIPv6移行技術が使われていくでしょ
う。

大久保氏　いまはコストを抑える手段と
してIPv6移行技術が求められています。ト
ンネリング技術は便利ですが、やはり導入
にあたってクリアすべきハードルがありま
す。トンネリングする際のオーバーヘッド
やパケットサイズなど、通信に影響する事
象がありますので、そちらの課題の洗い出
しや解決策を模索していくことも取り組み
の1つになるかと思います。

真野氏　これは464移行技術に限った話
ではありませんが、これまでShowNetでは
デュアルスタックや、IPv4/IPv6のネット
ワークをユーザーに提供してリーチャビリ
ティを実現してきました。今回の移行技術
ではIPv6ネットワークしかない環境を想
定しています。IPv6からIPv4へのトランス
レート技術や464移行技術も同様です。現
実世界でIPv6オンリーはまだ少なくても、
国内の通信事業者だけでなく、欧州・北
米・アジアでも増えようとしています。今
後の状況を想定した上で、実際に使われる
であろう技術を披露し、特徴と現状の課題
を分かりやすく伝えたいです。

Q 最後に来場者に向けて何かアピールし
ていただけますか?

渡邊氏　来場者の方々には今回、知らず
知らずのうちにIPv6移行技術を使ってもら
えるような環境を提供したいと思っていま
す。ご興味のある方は、それがどのような
仕組みになっているのかもよく見てもらえ
ると嬉しいです。

大久保氏　ネイティブなIPv4と何も変わら
ずに、ユーザーにごく普通に使ってもらえ
ることが我々エンジニアの一番の理想形で
すから、それを目指していきたいですね。

真野氏　今年は例年になくIPv6移行に関わ
るメーカーやコントリビュータが多いよう
です。提供技術も多く、MAP-Eでは新たな
参加コントリビュータもいます。CPEでは
箱物だけでなくVAとして提供いただくコン
トリビュータがいて、かつ自社ブースとの
連携利用もあるため、規模も難易度も昨年
以上に上がっています。そういう意味では
我々としても大変な作業や問題が待ち受け
ているのですが、頑張って来場者の期待に
応えていきたいですね。
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（注1：「DS-Lite」はユーザー宅内からのIPv4プライベートアド
レスをIPv6でトンネリング（カプセル化）し、終端のゲートウェイ
でIPv4プライベートアドレスをIPv4グローバルアドレスにNAT
する技術。一方464XLATは、ユーザー宅内からのIPv4プライ
ベートアドレスをIPv6アドレスにマッピングし、網内のNAT64と
組み合わせて、IPv4サービスへのアクセスを可能にする技術。
（注2：昨年のShowNetのIPv6マイグレーションでは、A10 
Networks、アラクサラネットワークス、Brocade、F5ネットワー
クス、富士通、Infoblox、ジュニパーネットワークス、NEC、
SEIKO Precisionなどの機器が導入され、来場者にIPv6によ
るインターネット接続サービスを提供した。
（注3：IPv6ネットワーク上でIPv4サービスを展開するためのプ
ロトコルの1つ。IPv4のパケットをIPv6のヘッダでカプセル化す
るのがMAP-E （Encapsulation）。IPv4のパケットのIPv4ヘッ
ダをIPv6ヘッダに書き換えるMAP-T（Translation）もあるが、
現在MAPのドラフトはMAP-Eのみとなる方向で進んでいる。
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エアフローを考慮した設計で、
熱対策や消費電力の問題をクリア

Q Interopでのファシリティは、NOCと
しての機能の他、ShowNetとして見

せる展示も考える必要がありますが、今年は
どんな点に工夫したのでしょうか？

伊藤氏　おっしゃるようにShowNetは見せ
る要素も考えながら、通常のサーバルーム
やデータセンタと同様に熱対策や電源の問
題なども考えなければなりません。またISP
としての機能をすべてサポートしながら、
設営と撤収は短期間で行う必要がありま
す。加えて、出展社に対しては商用レベル
のSLAを担保するくらいの品質も求められ
ます。しかし、厳しい条件の中、毎年いろ
いろな方法を試行錯誤した結果、ノウハウ
が積み重なっています。
展示の特徴ですが、今年もNOCの床を
30cmほど持ち上げて床下から上に送風す
る方式は踏襲します。年々、収容機器数
が増えたり機器の実装密度が上がったり
して、負担は増えているのですが、熱対策

という面でこの方式はとても効果がありま
す。ただし、見学者にとっては、展示ラッ
クが通常より高い位置に見えてしまうの
で、ラックの上のほうが見にくくなります。
逆に普段は目立たないラック下部が意外と
見えやすくなるので、ラック内の機器の配
置に配慮が必要ですね。
エネルギー管理も近年の重要なキーワード
です。コントリビュータが提供してくれた
管理ツールやセンサなどによって、運用中
の電力消費や熱管理も欠かせません。ラッ
クごとの温度管理のため、今年も扇風機
やスポットクーラーを使います。同様に、
ラック全面下部にエアカーテンの設置もや
ります。通常のエアカーテンは天井から床
に空気の壁を作って埃の侵入を防いだりし
ますが、InteropのNOCでは、床下から天井

へのエアフローを作るために逆向きに利用
するのです。

大松氏　エアフローの制御は一般的なデー
タセンタでも重要ですが、NOCではエアフ
ローの統一が1つの難題となります。まず、
機器を見せるために配置しなければなり
ませんし、コントリビュータの製品によっ
て、ラックの構造や、我々が前提としてい
るエアフローの向きと統一しづらいことが
あります。ラック内の機器も筐体が前面排
気なのか背面排気なのか異なることもあり
ます。製品によっては側面というケースも
あります。そのため、ラック内に仕切り板
を入れてフローを変えたりする作業が必要
なこともあります。

伊藤氏　あとNOC内のケーブル類がエアフ
ローを変えてしまうこともあります。特に
電源ケーブルは束ねてあったりすると、そ
れ自体が熱源となります。近年は、機器や
モジュールの小型化が進み集積度が上がっ
ています。同じ筐体でも熱のこもりやすさ
は全然違います。エネルギー管理ツールで
は、筐体やラックの消費電力や温度なども
リモートで監視、可視化できるものもあり

Interop Tokyoの会場ネットワークの中枢ともいえる NOCは、イベント専用の ISPとして会場内
のインターネット（ShowNet）と外のインターネット（The Internet）をつなぐ重要な設備だ。出展
者のネットワーク関連機器を収容し、運用管理しなければならない上、ShowNetとして「見せる」
ための展示や装飾も必要である。そんなInteropの裏方（NOC）の裏方ともいえるファシリティ担
当者に、ShowNetでの見どころや設営のノウハウなどを聞いた。

・床下から天井へのフローを作る逆向きのエアカーテン
・NOCラック内のケーブルの配置や束線、電源などの実装方法
・普段は見えない・目立たない機材を搭載したラックを展示

グレーのパイプがスポットクーラー。このパイプが通る台を作っ
てラックを置き、下から冷気を吸い込む。台の中に見えるクリー
ム色の箱がエアカーテン。床下から天井へのエアフローを作る

エアフローや熱だまりは見えないので、サーモグラフィを使って
温度を調べて管理する

トランスコスモス 大松 宏之 氏

日本テレガートナー 伊藤 孝一 氏

今 年 の P O I N T

ファシリティ 編
NOCチームメンバー 見どころインタビュー
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ますが、エアフローや熱だまりは見えない
ので、現場ではサーモグラフィを見ながら
の温度管理もしています。

大松氏　スイッチのポート数も1Uで48
ポートといったものも普通になり、ケーブ
ルの密集度も10年前と比較すると10倍以
上になってきています。ケーブルのさば
き方によってエアフローを乱してしまった
り、製品のロゴや説明パネルが見えなく
なったりしてしまうので、この処理も難し
いところですね。

Q 通常のデータセンタより過酷な条件で
ファシリティ管理を行わなければなら

ないようですが、NOCでは管理や運用で違
いはありますか？

大松氏　やはりケーブル処理は、NOCなら
ではのノウハウがあるかと思います。ロゴ
を隠さないようにするとか、装置ごとに異
なるエアフローをどのように処理するか、
配置をどうするか、あらゆるパターンに対
応しなければなりません。ただ、NOCの設
営やファシリティ管理にはさまざまな企業
の専門家が参加するので、お互いのノウハ
ウを共有したり、情報交換をしたりするこ
とが可能です。あ、こんな対策があったの
か、といった知見が得られるメリットもあ
ります。

伊藤氏　設営には機器のコントリビュータ
も手伝ってくれるのですが、そのベンダー
としてみれば、自社製品の設置のしやすさ
や問題点、現場作業者の生の声などが聞け
るので、製品の改善や改良の参考になって
いるかもしれません。あと実際のデータセ
ンタとの違いという点では、構成変更への

考え方もありそうです。一般的に、安定運
用を考えるとケーブルの配置や束線なども
しっかりやる必要があります。しかし、イ
ベントが終わればバラし、運用中に構成変
更が発生し得る前提で設計・構築するNOC
では、このケーブルだけ抜きたい、といっ
たときに対応できるようにしておかないと
ダメなのです。

仮想化が進むほど物理層の重要性
が増すファシリティマネジメント

Q この2年、InteropではOpenFlowや
SDN関連の技術や展示が話題となって

います。ファシリティ管理から見て、SDNの
影響というものはあるのでしょうか?

大松氏　ShowNetに限らず、ネットワーク
の仮想化が進んでいる実感はありますが、
その反面、現場の管理者によっては、SDN
だからとりあえず繋いでおけばなんとかな
るという認識も広がっているかもしれませ
ん。仮想化なので理屈の上ではそのとおり
なのですが、繋ぐためには文字通りに物理
的なケーブルの長さ、メディア、コネクタ
の規格などの要素も重要です。とはいうも
のの、設計段階からSDNを意識しており、
仮想化のベースがしっかりできていれば、
確かにそのあとの物理層の運用・管理は楽
になると思います。

伊藤氏　SDNでは、データプレーンとコン
トロールプレーンでケーブルを分けた方が
トラブルシュートしやすいとか意外と知ら
ない人が多かったりします。実は数年前に
ネットワークの仮想化に取り組み始まった
ころは、物理層と仮想化の担当者での確
執（笑）のようなものがあったのですが、
ファシリティの担当者は、ネットワークの
ロジカルなトポロジーとフィジカルなトポ
ロジーの両方が見えないとダメなんです。
ファシリティや物理層側の人には、クラウ
ドや仮想化ちょっと距離のある存在かも
しれませんが、クラウドや仮想化を理解
してひも解く必要がありますし、そのスキ
ルは必須のものとなるでしょう。またSDN
でネットワークが構築されていれば、たと
えば接続ポートがずれていたというような
ミスが実装後に判明したとしても、SDN
で後から定義するからOKみたいな期待も
できますし、むしろ気が楽な面もあります
（笑）。

Q データセンタの省エネやグリーン化
が問題になることがあります。素朴な

疑問なのですが、NOCのPUE（Power 

Usage Effectiveness）はどれくらいで
しょうか?

伊藤氏　データセンタの建物全体で計算
するPUEとイベント専用ブースに設置す
るNOCでは、条件が違い過ぎるので･･････
（苦笑）。PUEを算出するために必要な詳
細な数字を持っていないのですが、NOC部
分だけの総消費電力のうち約40%がエアコ
ンや送風機によって消費されているのでは
ないかと思います。今年は、電力監視のた
めにStructureWareを導入する予定なので、
ひょっとすると目安となる数字が計測でき
るかもしれません。

大松氏　熱問題と同様に消費電力も年々
増えています。数年前、10GbE多ポートの
高密度な機器が増えたときに消費電力が跳
ね上がったことを覚えています。次のスパ
イクは100GbEの時代に来ると予想してい
ます。電力管理という点では、すべての機
器が常にフル稼働しているわけでもないの
で、アイドル時に消費電力を落としてくれ
る製品もあり、電力消費は抑えられていま
す。ただし、製品の小型化によってラック
の密度や容量が増えているので、ラック1
本あたりの消費電力、熱量、重量は増加す
る傾向があります。

Q 最後に、来場者に向けてNOCのファシ
リティ面での見どころをお願いいたし

ます。

大松氏　NOC自体は大企業向けのシステ
ム構成のように捉える人が多いかもしれ
ませんが、実際はさまざまなベンダーの
機器、ラック、電源設備を利用しているの
で、機器ごと、ラックごとの実装を見ても
らえば、中小企業にとっても実装方法や設
定の参考になると思います。ケーブル類で
も、12芯を1本に収容したMPOケーブルや
細いタイプのUTPケーブルを利用していま
す。どのケーブルがそれなのか、現場では
分かりずらいかもしれませんが、自分で探
してみたり、ShowNetツアーで説明員など
に聞いてみてください。

伊藤氏　ラックのメーカーごとのコンセプ
トの違いも見ていただければと思います。
このラックではどんなエアフローが効率が
よいのか、配線がしやすそうか、といった
違いです。若干地味かもしれませんが、普
段は見えない・目立たない機材だけを載せ
たラックも作られる予定です。そんなとこ
ろも見てもらえると嬉しいですね。

NOCラックの裏側。年々、機器の集積度が上がり、1台あたり
の熱放出量も多くなっている。送風機や扇風機で直接冷却す
ることもある

S h o w N e t ・ I N T E R V I E W
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将来的にはネットワークとITのより
上位レベルでの融合を目指したい

Q 今年もSDNはイベントの注目技術にな
りそうですが、そもそも仮想化ネット

ワークやSDNが注目される理由、背景には
どのようなものがあるのでしょうか?

齋藤氏　近年のクラウド・コンピューティ
ングの拡大には、サーバの仮想化技術も深
くかかわっています。同様にネットワーキ
ングにおいても、2007～2008年ごろから
研究ベースで始まったOpenFlowプロトコ
ルですが、ここ近年OpenFlowプロトコル
を実装した製品が出始めたことで、仮想化
ネットワークやSDNといったコンセプトが

注目されてきたというシーズの視点がある
かと思います。　
同時に、データセンターにおいてもリソー
スの有効活用や電力消費への問題の対応
として、仮想化ネットワークや集中管理型
ネットワークアーキテクチャへの期待感、
つまりニーズ（Needs）につながっていま
す。ニーズに適合する技術が育ってきたと
いうことで、SDNへの注目はある意味では
必然的といえるかもしれません。

田原氏　SDNが注目されているのは、プロ
トコル技術などシーズがあるからだけでは
なく、齋藤氏のいうような仮想化や集中管
理のニーズが高まっているからだと思いま
す。そして、このニーズの背景に、システ
ム構成や拡張を考えるとき、高性能なもの
にスケールアップするのではなく、台数を
スケールアウトする方向に変わってきてい
ることもあります。しかし、ネットワーク
を組むITインフラが高性能・安価になって
きているとはいえ、スケールアウトによる
システム拡大は管理や運用コストの問題を
伴うため、どうにかして解決したい「モヤ
モヤ感」を払拭してくれそうなOpenFlow
やSDNに期待が集まっているのではないで
しょうか。

Q この1年でSDN関連の市場はどのよう
に進化していますか。また、そのニーズ

や期待感にどれくらい応えられているので
しょうか?

田原氏　OpenFlow対応スイッチなど新製
品がリリースされるスピードは、この1年
で大きな変化はありませんが、新製品は着
実に増えていますし、導入事例も増えてい
ます。これまで様子見だった機器ベンダー
もONF（Open Networking Foundation）に
続々加盟するという現象にも見られます。
現状は、新しい技術や製品も供給されな
がら、市場が広がっている段階といえるで
しょう。

齋藤氏　SDNの導入事例は、ISPやデータ
センタで増えており、主に管理ネットワー
クのソリューションとして1つの切り口に
なりつつあります。データセンタなどにお
いては、ラック、フロア、拠点といった物
理的な制約に縛られずに規模の拡大、縮
小の対応が可能であり、OPEX（Operating 
Expense：事業運営費）の削減に効果を発
揮しています。

昨年の Interop Tokyoでは、従来になくOpenFlow・SDN（Software Defi ned Networking）
関連の技術が数多く展示され、来場者から大きな注目を浴びていた。今年の ShowNetでも昨
年同様、SDN関連の展示に力が入っており、専用の SDN ShowCaceも設置される予定だ。
SDNに関わるNOC責任者に今年のSDN関連の展示や注目ポイントについて語ってもらった。
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･バックボーンネットワークのモニタリング網にOpenFlow対応スイッチを導入。セキュリティアプライアンスへバックボーント
ラフィックを転送。さらに、レイヤー1からレイヤー4までのヘッダ情報を任意に組み合わせ、必要なトラフィックのみをセキュリ
ティアプライアンスに取り出す。また、セキュリティ機器と連動し、インシデント発生時には自動的に対象トラフィックを解析用
のサーバへ転送する
･PODエッジ部分の一部をSDN化し、ユーザー収容とプロビジョニング自動化を実現
･OpenFlow対応スイッチを導入し、動的かつインテリジェントな制御を行なう事例。Webキャッシュのトラフィックの折り曲げ
て、キャッシュサーバにデータを送る
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今 年 の P O I N T

SDN（Software Defi ned Networking） 編
NOCチームメンバー 見どころインタビュー

S h o w N e t を 語 る
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Q 市場は広がりつつあるようですが、課
題はないのでしょうか?

齋藤氏　製品は確かに増えているのです
が、OpenFlowのコントローラとして機能で
きる機器はまだ多くないという課題もあり
ます。しかし、コントローラは、アプライア
ンスとしてソフトウェアでその機能を持た
せてもよいし、パフォーマンスなどを考え
専用ハードウェアでも実現できます。した
がって、サーバベンダーならハードウェア
と一緒にSDN製品を売れるし、SIerならソ
フトウェアソリューションとしてSDN環境
を提供（OpenFlow対応のスイッチさえあ
れば）することも可能です。そのためのラ
イセンス形態も任意に設定できます。コン
トローラ製品は現状では少ないのですが、
このようなSDNの柔軟性の高さによって、
課題の解決は難しくないと見ています。

ITインフラの一部をSDN化する実
用的な3つのユースケースを展示

Q ShowNetでのSDN関連の展示につい
てご紹介ください。

田原氏　今回のShowNetでは、SDNのユー
スケースを提案する展示を考えています。
原理的に、管理の自動化、動的な設定変更
などポテンシャルが高いSDNですが、既存
ネットワークを完全にSDN化するのはハー
ドルが高いと言わざるを得ません。それ
は、管理するフロー数やリソース管理の限
界、あるいはスループットやパフォーマン
スに関する問題からです。現状では通常の
スイッチ構成やルータで行ったほうが簡単
なことも少なくありません。現状で考えら
れるSDN導入シナリオは、クラウドインフ
ラの自動化や、ITインフラを局所的にSDN
化する場合にほぼ集約されると思います。
そこで今回提案するユースケースは、後者
のITインフラの一部をSDN化するパターン
を考え、3つのデモを予定しています。

齋藤氏　まず、セキュリティ製品やサービ

スのため、バックボーンネットワークのモ
ニタリング網を構築する予定です。これま
でのShowNetでは、セキュリティアプライ
アンスにトラフィックを流す場合、光タッ
プを必要な場所に挿入し、そこからトラ
フィックのコピーをスイッチのミラーリン
グ機能でセキュリティアプライアンスに流
していました。この場合、モニタリングし
たい機器やサービスごとに、物理的な制限
が課せられていました。今年は、OpenFlow
対応スイッチを導入し、コントローラが任
意の地点とレイヤ（L1～L4）のトラフィッ
クを動的に組み合わせ、セキュリティアプ
ライアンスに流せるデモを実施します。こ
のデモは、ビッグデータ時代のトラフィッ
ク解析にも応用できるでしょう。

田原氏　出展社向けのPODと呼ばれるアク
セスエッジ部分の一部をSDN化するという
展示も行います。ここ数年はスイッチ仮想
化機能のスタッキングやバーチャルシャー
シを活用することでこの部分の管理コスト
を下げる展示をしてきました。今回はこれ
をOpenFlowスイッチ網に置き換え、上位
レイヤの収容ルータ、ファイアウォール、
NATなどにソフトウェアアプライアンスを
導入することで一体的な管理を可能にし
ます。これにより、出展社のサービス収容
でこれまでのように論理構成と物理構成を
合わせるような管理をしないで済むように
なります。また、NOC側の運用面でも顧客
データベースを使った開通処理が楽に行な
えるようになります。

齋藤氏　3つ目のデモは、トラフィック
ステアリングに関するものとなります。
OpenFlow対応スイッチによって、Webト
ラフィックだけを選別し、キャッシュサー
バに送る仕組みです。通常このような処理
をポリシーベースルーティングで実現する
と、設定はスタティックなものになります
が、SDN環境では動的、あるいはインテリ
ジェントな制御が可能になります。この仕
組を応用することで、セキュリティ目的の

フィルタリングやプロキシとして応用した
り、トラフィック負荷を分散させたり、パ
ケットの優先度によって迂回させたり、仮
想化スイッチの設定で実現できるようにな
ります。

Q 最後に、今回の展示の見どころや来場
者へのメッセージなどあればお願いい

たします。

齋藤氏　これらのデモの機能を駆使する
と、理想的にはネットワークだけでなく
サーバ、ストレージなど、文字通りITシス
テムリソース全体を仮想的かつ自動的に
管理できる環境が構築できます。そのため
には、OpenFlow対応スイッチを管理する
コントローラと、サーバなどITリソースも
管理できるさらに上位のコントローラが必
要となります。これが実現できれば、ネッ
トワークとITの完全な融合が見えてくると
思います。展示の中からそんな可能性まで
感じていただければと思います。そのため
に、SDNの効果をどのように可視化できる
かが我々の課題です。今回のShowNetで
は、実際に動作しているSDNを実用的な
ユースケースととも展示するのでぜひ見に
来てください。また「Ask NOC」というテ
レビ電話も用意するので、わからないこと
はその場で訊ねることもできます。

田原氏　「去年はSDNとはどんなもの
か?」という展示が多かったのですが、今
年は「どう使えるのか?」を提案していきた
いと思っています。5月30日から6月7日ま
での「ホットステージ」では、スイッチメー
カーや測定機器メーカーの協力を得て、
OpenFlow Spec 1.3について相互接続テス
トの結果を発表する予定もあります。ベン
ダー側もエンドユーザーのニーズを聞きた
がっていますので、ぜひ現地でその要望を
聞かせてください。

SDN事例その1。動的な取り回しが可能なモニタリング網を構
築する。任意の複数地点のトラフィックを選択的に収集できる

SDN事例その3。OpenFlow対応スイッチで、Webトラフィック
だけを選別し、Webキャッシュアプライアンスに送る

SDN事例その2。PODと呼ばれるエッジ部分の一部をSDN
化。出展社の収容ルータ、ファイアウォール、ソフトウェアNAT
などを「バーチャルシャーシ」として管理する

S h o w N e t ・ I N T E R V I E W
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エクスターナルもインターナルも
100Gbpsが一般的な時代に突入

Q 今年のShowNetに関して、それぞれ
のネットワークでのポイントについて、

トポロジー別に順に教えてください。

北出氏　インターネットに最も近いエクス
ターナル部からご説明します。昨年と大
きく違う点は、100Gbpsの商用サービス化
が始まり、今回そのサービスを利用して、
インターネットへのコネクティビティを提
供していることです。また、国内大手の
JPNAPやJPIXなどのメジャーなIXも、正式
に100Gbps対応のIXサービスに参入しまし
た。お金さえ払えば使える時代になったこ
とをアピールしたいですね。実際に利用す
るユーザーも現れ、1年後ぐらいには普及
していくサービスだと思います。
渡邊氏　その下のトポロジーはBGPプロト
コルなどで収容していく部分になります。

昨年まではIPv6移行と合わせて4ByteAS
化を実施し、4ByteASのみでのトライアル
はほぼ終了しました（注1。その一方で、一
昨年あたりからBGPで「Advertisement of 
Multiple Paths」（以降、ADD-PATH）と
呼ばれる新しいCapabilityの標準化が進め
られています。今年はこれらを相互接続の
トピックスとして確認していきます。メー
カーごとにルータへの実装方法に違いがあ
るため、相互接続でテストしてみないと、
どういう動きをするのか確認できません。
やはりShowNetという場でテストすること
に大きな意味があると考えています。

Q ちなみにADD-PATHとはどのような
ものなのでしょうか?

渡邊氏　BGPのメッセージに「PATH-ID」
という数値が経路に対して付きます。従
来までBGPはベストパスしか持てませんで
したが、これによりマルチパス化できるよ
うになります。マルチパス化は以前から各
メーカーで独自機能によって実現されてい
たものですが、ADD-PATHがBGPの規格と
して進んでいるので試してみようというわ
けです。エクスターナル部分での相互接続
では目玉となります。

Q その下のトポロジーにあたるインター
ナル部に話題を移したいと思います。

この部分では、どこに注目すべきですか?
北出氏　昨年まではバックボーンも
100GbEはトライアル的に採用していまし
た。これが今年から一般化し、100Gbpsで

延進されています。従来まで10Gを8本、あ
るいは16本に束ねたリンクアグリケーショ
ン技術で回線を増強してきましたが、や
はり回線を束ねると不安定になり、大容量
トラフィックへの対応が難しいというデメ
リットもありました。100Gbpsがコモディ
ティ化すると帯域が10倍に増え、大容量通
信をする場合にもリンク使用量が偏らない
など、さまざまなメリットを享受できます。
さらに今後は100Gを束ねて400Gや800Gま
で増強する方向に向かっています。

出展社収容部で実運用される
SDNやIPv6移行技術にも着目

Q ShowNetで実際にISPの局社収容の
形態を司る、出展社のネットワーク収容

部についてはいかがでしょうか?

中村氏　今年はいろいろなチャレンジを
しようと考えています。「SDN」という言
葉はいまだバズワードとして扱われてい
ます。そのような中で、ShowNetとして実
現できるSDNの形態で、かつL2/L3バッ

ジ
ュ
ニ
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス  

渡
邊
貴
之 

氏

L
2
/
L
3
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
合
的
な
設
計
を
担
当

NTTコミュニケーションズ 北出浩平 氏

エクスターナル部のコーディネーション、
インターナル部の光伝送ネットワーク構築を担当

・エクスターナル部は、100Gbpsのサービスによってインターネットへのコネクティビティを提供。
  インターナル部のバックボーンも100Gbpsが標準に
・BGPで標準化が進められているADD-PATHと呼ばれる新しいCapabilityを用いて、相互接続の確認を行なう
・出展社のネットワーク収容部で、SDNおよびIPv6移行技術を適用して実運用する
・データセンタ部は、イーサネットファブリック技術によるL2網から視点を変えてL3網で構築
・トラフィックを抑えるキャッシュ機器を多数展示。SDNを活用し、各機器でキャッシュの曲げ方を変える

今 年 の P O I N T

コアネットワーク＆データセンタ 編
NOCチームメンバー 見どころインタビュー

S h o w N e t を 語 る

従来までトライアル的に実施されてきた各種技術が実運用レベルまで落ちてきたため、今年の
ShowNetのコアネットワークまわりは、よりユーザーに近い形での見どころが多くなった。一方で、
ShowNetとしての本来の役割である近未来のテクノロジーも積極的に取り入れている。
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クボーンとどのようにつないで活用して
いくのか、それを出展社収容の中で具現
化します。具体的には、仮想化ネットワー
クやOpenFlowなどの主要技術を集めて
ShowNetで相互接続し、どのようにオペ
レーションしていくのか、そのユースケー
スを示します。既存L2/L3ネットワークの
バックボーン接続もあるので、従来のオペ
レータ視点でSDNのオペレーション方法も
含めて見せていけたらいいかなと思ってい
ます。

Q 具体的にどのようなオペレーションに
チャレンジするのでしょうか?

中村氏　いま提供されているIaaSクラウド
によって、マルチテナント・ネットワーク
や、ユーザー要求に応えられる最適化され
たネットワークを構築するには限界があり
ます。また、ユーザーネットワークをソフ
トウェアで抽象化された仮想ルータで構
築できたとしても、オペレーションの段階
になってその数が多すぎて操作しきれな
いという問題もあります。そのため、たと
えば仮想ルータの集中管理やインストール
方法、Config投入などに関して、NOCメン
バーですべてをプログラミングし、運用を
自動化しようと考えています。

渡邊氏　IPv6移行技術の出展社収容部へ
の適用も見ていただきたいところです。
いままではCGN（Carrier Grade Network 
Address Translation）（注2などを使って収容
し、ユーザーごとに必要だったグローバル
IPv4アドレスを節約していました。昨年ま
でトライアルで適用していた各種のIPv6移
行技術を、いよいよ今年から実際の出展社
収容部に使用する予定です。

奥澤氏　ShowNetとしては、出展社にネッ
トワークサービスを提供しているため、こ
れまで使ったことのない技術を利用して
ネットワークを構築するのは相当チャレン

ジングなことです。特にIPv6やSDNに関し
ては、昨年まで出展社収容とは別に片隅で
相互接続試験をしていましたが、今回から
実際にネットワークサービスを提供する部
分に適用されるため、大きなポイントにな
ると思います。そのぶん逆に我々の責任も
重大ですけれどね（笑）。

イーサネットファブリックから
新たなL3レベルでのチャレンジも

Q データセンタに関わる部分で新しい技
術の導入はありますか?

奥澤氏　データセンタについては、ここ2
年ぐらいでイーサネットファブリック技術
（以下、ファブリック）が登場したため、
L2ネットワークの拡張と延伸をコンセプ
トに設計してきました（注3。しかし、ファブ
リックは商用サービスでだいぶ使われてき
たため、今年から少し見方を変えて、サー
バ収容部までL3を使い、その上でL2を
オーバーレイする方法を考えています。具
体的にはサーバ収容する「トップ・オブ・
ラック」の部分までBGPプロトコルを適用
して経路交換を行い、1つのデータセンタ
としてネットワーク構築に取り組む予定で
す。あとは40GbE対応のスイッチやNICを
たくさん提供いただいたので、それらの相
互検証も披露していきたいと思います。

奥澤氏　少し泥臭い話をすると、Interop
では準備段階でネットワークがどんどん
変わっていくため、どうしても収容変更が
多くなります。その際にサーバ側で設定
したホストアドレスをいちいち変更するの
はけっこう面倒なことです。他のスイッチ
に物理的に収容されても、そのままネット
ワークに接続できるように運用面の観点か
ら検討しています。

北出氏　現在のデータセンタでは、サーバ
数が増えると別の場所に引越したり、事業
者の都合で一部のリソースを移動するよう
なシチュエーションも多くあります。その
とき、すべてのサーバ設定を変更すると大
変です。そこで今回のように物理的にポン
と移すだけで、シームレスにサービスを提
供できるイメージで運用することが求めら
れているわけです。

渡邊氏　いままでファブリックでL2ネット
ワークを構築し、その中から数個だけサー
バを移動しようとすると、/24で区切られて
いたネットワークから、IPアドレスを付け
替える必要があります。それが事業者的に

データホテル 奥澤智子 氏

L2/L3の全般設計、
データセンタ内のサーバ収容部の設計を担当

東京大学 中村 遼 氏

L2/L3の全般設計とSDN関連の活用について担当

（注1：BGPによる経路制御の単位となる自律システムに対し
て付与されるAS番号は、当初2バイト表記で定義されていた
が、枯渇が予想されるため4バイト表記に拡張された

（注2：NATをユーザー宅内とサービス提供事業者側で多段化
し、グローバルIPv4アドレスを複数ユーザーで共有する機能

（注3：ファブリックは従来のイーサネットでは難しいマルチパ
スによるロードバランシングや、障害時の高速切り替え、拡張
イーサネット規格のData Center Bridgingを利用したロスレ
スイーサネットなどを実現する新しいL2網の仕組み
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やりづらいということです。物理的な移動
やマイグレーションなどでネットワーク構
成を見直すとき、IPアドレスを付け替えた
り、ネットワーク・トポロジーを考え直さ
なければなりません。こういった課題を解
決するには、逆にL3レベルで細かく区切っ
て、アグリゲートして管理・運用するほう
がよいという流れになってきました。それ
をShowNetで先取りし、ネットワーク網を
実験的に構築していく意味もあります。ま
た従来のファブリックがメーカー同士でつ
ながりづらい状況になっているため、イン
ターオペラビリティの観点からも選択肢の
幅を拡げたいということもあります。

Q このほかにも何か新しい分野で見どこ
ろはありますか?

中村氏　Googleのような「ハイパージャ
イアント」と呼ばれる企業から大量のトラ
フィックが吐かれるようになっています。
そこで昨年からShowNetのバックボーンに
もキャッシュ機器が導入され始めていま
す。Web、音楽、動画などのリッチコンテ
ンツをキャッシュして、エッジ側からユー
ザーに流すことによって、バックボーンの
トラフィック量を抑えられるようになりま
す。今年のShowNetでは、キャッシュ関連
だけでも5種類ぐらいの機器が導入され
る予定です。SDNの技術を活用すること
で、それぞれの機器でキャッシュの曲げ方
（データの流れ）を変えるので、それらを
比較していただければ面白いでしょう。




